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論文及び審査結果の要旨 
本論文では，設計問題においてデータのサンプリング密度が不均一な場合やインバランスが存

在する場合に学習器が不安定になる問題の解決をはかっている。具体的には，不均一な 3 次元

形状からの効率的な低次特徴抽出法と，インバランスを解消する 2 段階の優先的サンプリング

方法が提案されている。前者については Denoising Auto Encoder(DAE)の中間層の変化から基

底周波数成分を取り出すことで 3 次元形状の特徴を効率的に表現する方法を考案し，船型設計

問題への応用をはかっている。また，偏りのあるデータ集合からロバストな学習結果を得る 2 段

階の優先サンプリング法では，強化学習で用いられる Prioritized Experience Replay を拡張し

た手法を提案し，バイアス・バリアンスのトレードオフをはかることに成功した。これらの手法

を，造波抵抗推定に用いることで従来手法に比べて精度向上が達成されている。 
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